
    2月16日 Ⅰ部 講演 「子ども主体の保育と協同的な学び」 

 

             玉川大学 教授 大豆生田 啓友 先生 

◎近年、幼児教育・保育がメディアで多く

取り上げられるようになってきたが、そのほ

とんどは待機児童・保育者不足・保育料

無償化が主である。 

◎海外では乳幼児期の教育・保育の大

切さが重要視されており、その質はメイン

であり、国の予算も大量に投資されてい

る。 

◎親の認識している情報には偏りがある。

「誰でも天才に」「３歳までに…」といった情

報をもとに保育所・幼稚園へもこういうこと

を求める声も多い。 

◎保育者の役割や乳幼児教育の大切

さ、毎日の保育がどれだけ重要であるか

を、多くの方に知ってもらうことが大切であ

り、今がその変革期であると考えている。 

 

【子ども主体の保育と協同的な学び】 

◎乳幼児期に周りから肯定的、受容的、

応答的に関わられることが、子どもの発達

上重要であると言われている。 

◎目の前の子どもに肯定的、受容的、応

答的に関われるのは、その子どものことを

よく理解し、受け止められているということ

である。これはプロでないとできない。 

◎子どもを理解し、関わることは基本では

あるが、子どもの気持ちを意識しながら関

わるということは、さらに重要なことである。 

◎どんな保育を受けたか、どんな人に出

会ったか、どんな経験をしたか、それが

後々どのように影響を与えるかは分からな

いが、保育という仕事は、私達が思ってい

る以上に大きな力を持っているのではな

いか。場合によってはその子の人生にまで

影響を与えるものだと感じる。 

◎そう考えると、保育者の仕事はもっと理

解され、感謝され、評価されるべきだと思

う。しかし、残念ながらまだ分かってもらえ

ていない部分も多いと感じる。  

◎今、大きな乳幼児教育・保育の変換期

にあると言え、今後５年から１０年が一番

重要であると思われる。 

◎社会保障制度の中に医療・介護・年金

に加え、子ども・子育てが入ったということ

は、重要なことと考える。乳幼児期の質の

高い教育・保育のためにも、子どもや子育

てにきちんとお金をかけていこうと宣言した

制度でもある。 

◎小さい子どもはまだ何も出来ない、と大

人は思いがちだが、乳児期にも『学び』はあ

る。私自身は胎児の時から学んでいると考

えている。 

◎主体性というと、『元気でのびのび』という

姿の中にあると思いがちだが、実は一見

『何もやらない』という姿の中にも、その子

の主体性が隠れているかもしれない。 

◎クラスの子ども達を見た時に、『自分らし

くある』ということが保障されているだろか。

この子はこの子らしさをどう発揮している

か、という観点から見ることは保育の中で

改めて大事だと思う。 

◎子どもが主人公性を発揮するには、周り

の子ども達や保育者との関係も大切になっ

てくる。そこに、対話や協同ということも起

こってくるのだと思う。 

 

【指針・要領の改定（訂）を受けて】 

◎今回の３法令の改定（訂）で『幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿』が明確化さ

れた。これをツールとし、子ども達に『１０の

姿』が育っていることを小学校に説明する

ことで、小学校1年生のスタートが異なって

くると言える。 

◎学習指導要領の改訂により、「小学校

入学までに文字の読み書きを覚えてきてく

ださい」「４５分間椅子に座れるようにしてく

ださい」ではなく、『主体的に学ぶ』というこ

とを育ててきた延長線上に、小学校生活

がスタートする。 

【倉橋惣三 誘導保育論】 

◎倉橋惣三(以下:倉橋）は、「幼稚園真

諦」などにおいて、フレーベルの遊びによる

保育を基盤にしながら、当時のアメリカのプ

ロジェクト的な視点に影響を受け、『生活

を、生活で、生活』へという誘導保育論を

唱えている。 

◎子ども一人一人の自由な遊びを基盤に

し、その発展的な保育の流れにプロジェクト

的な視点を位置づけている。 

◎保育者主導のプロジェクトになってしまう

ことなく、子どもの『心もち』や子どもの生活

に寄り添う視点を主張している。 

◎子どもの主体性を尊重しながら、保育者

の意図性がある保育の難しさは、現在にお

いても大きな課題と言える。 

 

【主体的で対話的で深い学びとは】 

◎倉橋は『生活を生活で生活へ』子どもの

興味・関心から離れないでと言っている。

しかし、実際は実に難しい。これを最近の

言い方で言うと、文化的実践への参加と

いう。文化的実践としての学びが協同的

に生み出されるプロセスであると考える。 

◎子ども自身がおもしろいと感じて始めた

ことから文化が生まれ、その中に色んな

人の「○○じゃない？」「△△してみよ

う！」が生まれてくる。そこにブームが起

こってくる。それは、「プロジェクトをやりま

す」というよりは、「結果的にプロジェクトみ

たいになった」ということなのではないか。 

◎子どもの言葉を文章にし、写真と共に

展示することで、「見える化」することは大

事である。「〇〇ちゃんのやり方」ということ

が皆に見えるようになることによって、その

子の良さが大事にされる。また、「〇〇

ちゃんのやり方、俺もやってみよう」と、誰

かのアイディアが他の子ども達に電波さ

れ、広がっていくことにつながる。 

◎大きい年齢の子どもにとって、言葉を

「見える化」することで、子ども自身が次に

「こうしてみよう」「ああしてみよう」という思

いが生まれやすいのではないかと思う。 

◎壁面は意外と使えるものであり、重要だ

と言える。絵本や図鑑も同様だが、ブーム

になったからといってすぐに出せばよいか

どうかは判断が必要だと考える。 

◎子どもの自分らしさや、主人公性が発

揮され、子ども達の中で生まれてきた文

化やブームのようなものを、保育者と一緒

に探求し進めることにより、子ども達が学び

を豊かに広げていけると考える。 

◎１歳児であっても、子ども達のブームか

ら文化が生まれ、主体的に動き出す姿が

見られる。協同的な学びというと、４歳児

や５歳児の話だと思いがちだが、実は小さ

な年齢の子ども達も同じである。 

◎豊かで主体的な学びを保障するために

は、安全・安心に預かることだけではなく、

環境や保育者の関わりが大事だということ

が言えるのではないか。 

◎子ども主体の協同的な学びの保育を積

極的に行っている園は、保育の質が高い

という傾向にあると思う。 



   講演 つづき     

◎幼児教育の無償化により、保育がより

サービス化されることに懸念があるが、指

針･要領等に掲げらているように、家庭と

一緒に子どもを育てていくという関係をどう

形成していくか、保護者の意思を巻き込

めるかどうかが、これからの質になっていく

と考える。 

◎虐待の問題が盛んになっているように、

家庭の子育てはますます難しくなってきて

いる。その時に、保育園・幼稚園・認定こ

ども園の役割が極めて重要だと言える。 

◎良質な保育を保障し、さらに、保護者を

巻き込みながら一緒に育てていく時代が

重要だということが言えると思う。 

 

【横浜市の取り組みより】 

◎現在、横浜市での接続期のカリキュラ

ム作成（幼保小）において、私もその取り

組みに参加している。有り難いことに、小

学校の生活科の教員や指導主事が中心

になって、「幼児教育に学べ」ということを

発信してくださっている。「小学校が幼稚

園に学べ」「子ども主体の遊びの学び」を

小学校が発展させていくという図を早くか

ら作っている。 

◎「遊び」を中心とした幼児教育が小学校

に繋がり、小学校はこれを受けて小学校

生活をスタートさせていく。横浜市のいく

つもの小学校が、４月に授業公開してい

る。 

◎就学に向け、園からは、「４５分間座れ

る子にしなければならないか？」「字は書

けるようにしなければならないか？」という

質問が多くあるが、「５歳の終りまでに園と

してどういう子どもに育てたいのかが大事

ではないか」ということが、小学校の校長

先生の間で話題となっている。 

◎園で豊かに主体的に学んできた子ども

達の姿を受けて、１年生をスタートさせよう

と動き始めている。 

 

【今後への期待】 

◎今、乳幼児教育・保育

がひとつの大きな変革期に

あると思う。その基本は、そ

の子のその子らしさが大事

にされることである。その子

らしさが発揮される時に、そ

の子の良さがぐっと出てく

る。 

◎その輪に協同や文化的な実践が生ま

れると、一人だけではない良さがどんどん

生まれてくるのが、保育園・幼稚園・認定

こども園という場所であり、家庭ではできな

い豊かな学びが保障される場ということで

はないか。 

◎日本中にこういうことが大事だということ

を、舞鶴発で更に発信していくことを期待

する。そのために、舞鶴の先生達の保育

が幸せであることと、先生達が毎日してい

ることが、質の高い専門職であると理解さ

れる一歩が進んでいくことを願う。 



乳幼児教育ビジョン（平成28年度～30年度）策定の趣旨

乳幼児教育ビジョン ・育てたい子ども像
・育てたい力、育てたいこころ

乳幼児教育ビジョン 基本理念

◎主体性の育成
①自己決定力、自己表現力、自己調整力の育成のために大切
にしたい関わり

②コミュニケーション力、協同する力（社会性）の育成のために大
切にしたい関わり

◎自己を肯定するこころの育成
①自己肯定感、自己有能感、自己有用感、達成感の育成のため
に大切にしたい関わり

②安心感・信頼感と愛着形成の確立

主体性を育む乳幼児教育の推進

～みんなでつながり育む舞鶴の子ども～

文部科学省調査研究委託「幼児教育の推進体制構築事業」

舞鶴市 平成30年度 乳幼児教育ビジョン推進事業

乳幼児教育ビジョンの周知

○講演会等の開催
○子育て講座等において広報

乳幼児教育の質の向上研修 対象：保育所・幼稚園、小学校

全体講師：北野幸子准教授[神戸大学大学院]

子どもを主体とした保育
講師：北野幸子准教授

（神戸大学大学院）
◇公開・カンファレンス
◇講義（ドキュメンテーション、保育リーダー
の役割 他）
◇グループワーク（ドキュメンテーション、公開
保育の記録をもとに 他）
◇保育実践カンファレンス

保幼小連携
講師：木下光二教授

（鳴門教育大学大学院）
◇講義、グループワーク
◇公開・カンファレンス

◇実践交流（連携活動の記録を
もとに）

乳幼児教育ｾﾝﾀｰ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ機能研究

○行政による乳幼児教育の拠点機能研究

○乳幼児教育の実践と専門家による研究等
各分野をつなぐコーディネーターの育成研究

乳幼児教育の推進体制構築事業検討会議
文部科学省の調査研究委託事業の実施について、研究推進体制の検討、研究結果の分
析やとりまとめ、普及等の意見を聴くため設置しているもの

保幼小中接続カリキュラム
策定研究

講師：溝邊和成教授
(兵庫教育大学大学院）

○カリキュラム策定会議
・保育所、幼稚園、小学校、中
学校の保育者・教員代表
・0－15歳を切れ目なくつなぐ
保幼小接続カリキュラム
「まいづるカリキュラム０１５」の
策定

○保幼小中連携研修
・全園・全校対象

事業全体

○乳幼児教育ビジョン推進事業 全体会・報告会
○乳幼児教育フォーラム (市町村、委託研究自治体へ広報)

子どもを主体とした保育
◇研究指定園

4 茨城県教育委員会 (ア)

5 前橋市 (ア)(ウ)

6 千葉県教育委員会 (ア)(イ)

7 千葉市 (ア)(ウ)

8 世田谷区教育委員会（ア）（イ） (ウ)

11 名張市教育委員会 (ウ)

12 舞鶴市 (ア)(イ)

14 大阪府 (ア)(イ)

17 奈良市 (ア)

実施者名 (ア)(イ)(ウ)

＜凡例＞

（ア）「幼児教育アドバイザー」育成・配置に関する調査研究

（イ）「幼児教育センター」の設置に関する調査研究

（ウ）幼児教育の質の向上を図るために必要な推進体制に関する

調査研究

18 岡山県 (ア)(イ)

19 広島県教育委員会 (ウ)

20 広島市教育委員会 (ア)(イ)

21 徳島県 (ア)(イ)

22 香川県教育委員会 (ア)(ウ)

26 高知県教育委員会 (ウ)

27 福岡県教育委員会(ア)

29 熊本県教育委員会 (ア)

幼児教育の推進体制構築事業 採択先一覧

都道府県

市区町村

※

※「幼児教育センター」について、既に設置している自治体（部署

間連携等のセンター機能を果たす体制の整備を含む）

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

1 北海道教育委員会 (ア)(イ)

※
3 秋田県 (ア)(イ)※

28 北九州市教育委員会
(ア)(イ)

※

16 奈良県 (ア)(イ)(ウ)
※

23 丸亀市教育委員会 (ア)(ウ)

24 善通寺市教育委員会(ア)(ウ)

25 さぬき市 (ア)

9 石川県 (ア)(イ)
※

13 東近江市 (ア)(イ)

26 高知県教育委員会 (ア)(イ)(ウ)

10 静岡県教育委員会 (ア)(ウ)

12 舞鶴市 (ア)(イ）(ウ）

※

15 堺市 （ア）(ウ)
2 気仙沼市教育委員会 (ア)(ウ)

※

都道府県１５

市区町村１４

日時：平成３０年６月２３日（土）
場所：商工観光センター コンベンションホール
講演：「0歳からの子育ち・子育て～育ちの連続性を大切に」

講師 湘南 ケア アンド エデュケーション研究所 所長 増田 まゆみ氏

対談：増田 まゆみ氏（同上）
北野 幸子氏(神戸大学大学院 准教授）

乳幼児教育ビジョン 講演会（全体会）

乳幼児教育の質向上研修
子どもを主体とした保育

（１）ドキュメンテーション研修、グループワーク
◎各園で書いているドキュメンテーションをもとにワークシー

トを活用して、保育や遊びの中の育ちや学び、保育者の
関わり等をグループで語り合う。

◎対象を新任や初めてドキュメンテーションを書く保育者
（フレッシュ）と保育のリーダーとなる保育者に分けて実
施する。

◎ 育ちや学びを「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の
姿」や、「乳児保育に関わるねらい及び内容」「１歳以上
３歳未満の保育に関わるねらい及び内容」を活用して見
とる。

（２）公開保育、グループワーク、カンファレンス

◎園の公開保育と事後のグループワークにおいて実践者と
参観者が保育を語り、大学の研究者によるカンファレンス
を通じて学び合う。

◎公開園の研究テーマや視点（環境、保育者の関わり等）
にもとづいて、参観者が保育を見とり、記録し、その視点
をテーマにグループで協議する。

【研究指定園】

◎年間を通して園内に指導者が入り、保育参観・カンファレ
ンス、園内研修、公開保育等を通じて、指導・助言を受
ける。

    乳幼児教育ビジョン推進事業 報告 



研 修 日 時 内 容

ドキュメンテーション研修
（保育リーダー向け）

平成３０年６月２２日（金）
グループワーク：ワークシートをもとに事例を検討、
事例をもとにドキュメンテーションを書いてみよう
指導：ドキュメンテーションを見て助言

ドキュメンテーション研修
（フレッシュ向け）

平成３０年７月１２日（木）
グループワーク：ワークシートをもとに事例を検討、
事例をもとにドキュメンテーションを書いてみよう
指導：ドキュメンテーションを見て助言

公開保育
（相愛保育園）

平成３０年７月１３日（金） 公開保育・グループワーク・カンファレンス

ドキュメンテーション研修
（各園から持ち寄る）

平成３０年９月１８日（火）

公開保育・グループワーク・カンファレンスグループ
ワーク：ワークシートをもとにドキュメンテーションを
検討する
指導：事例のドキュメンテーションへ助言

公開保育
（昭光保育園）

平成３０年９月１９日（水） 公開保育・グループワーク・カンファレンス

ドキュメンテーション研修
（各園から持ち寄る）

平成３０年１１月１２日（月）
グループワーク：ワークシートをもとにドキュメン
テーションを検討する
指導：事例のドキュメンテーションへ助言

公開保育
（岡田保育園）

平成２９年１１月１３日（火） 公開保育・グループワーク・カンファレンス

①子どもを主体とした保育 公開保育・研修 経過

日程 内容 講師他

平成30年
5月14日（月）

○「子どもを主体とした保育」について

～新幼稚園教育要領より～
乳幼児教育コーディネーター

平成30年
6月8日（金）

○保育参観

○保育カンファレンス

講師 神代千惠子先生

平成30年
6月15日（金）

○記録について 乳幼児教育コーディネーター

平成30年
8月3日（金）

○保育参観
○保育カンファレンス

○各クラスの記録について

講師 神代 千惠子先生

平成30年
10月12日（金）

○保育カンファレンス

○公開保育の指導案について

講師 神代千惠子先生

平成30年
10月26日（金）

○公開保育・グループワーク、カンファレ
ンス

講師 北野 幸子先生
神代 千惠子先生

平成30年
12月7日（金）

○保育参観

○保育カンファレンス
講師 神代 千惠子先生

平成30年
12月14日（金）

○研究指定園公開保育の振り返り 乳幼児教育コーディネーター

②子どもを主体とした保育 研究指定園 経過

乳幼児教育の質向上研修
保幼小連携

（１）指導案作成研修

市内の連携協力園・校の５歳児と1年生の連携活動年
間計画をもとに、担任同士で指導案を立てる。

（２）連携活動の公開授業・保育、カンファレンス

連携活動を公開し、事後のカンファレンスを実践者と参
観者が共有し、学び合う。

（３）実践交流会：研修

連携協力園・校がそれぞれ連携活動を記録し、その記
録を活用して、活動の中の学びを見とるグループワークを
実施する。

保幼小中接続カリキュラム研究

・１年目（H28) …保幼小連携等について研修、意見交換

・２年目（H29) …具体的な議論と事例収集・検討

・３年目（H30) …接続カリキュラム策定

（１）事例（０歳から５歳の遊び、５歳児と１年生の連携活動、
小・中学校の授業）の収集と検討

（２）事例に関連するねら
い、内容等について
検討

（３）カリキュラム案の検討

（4）カリキュラムの策定

日 程 内 容 場 所

平成３０年６月７日（木）

・昨年度の経過報告、今年度の取り組みについて提
案

・事例検討、事例に関連するねらい、内容等について
検討

市役所
４階 ４１３会議室

平成３０年７月１７日（火）

・事例検討、事例に関連するねらい、内容等について
検討

・「様々な連携」（保育、指導要録、発達支援：個別支
援計画の取り扱い等）現状、課題について意見交換

市役所
４階 ４１３会議室

平成３０年１０月１８日（木）

・事例検討、事例に関連するねらい、内容等について
検討
・カリキュラム（案）提案を検討

市役所
６階 大会議室

平成３０年１２月１３日（木）
・事例検討
・カリキュラム（案）について意見交換

市役所
６階 大会議室

日 程 内 容 場 所

平成３１年２月１５日（金）

説明「保幼小中接続カリキュラム まいづるカリキュラム
０１５」
講演「まいづるカリキュラム０１５の意義とこれから」

講師：溝邉 和成氏（兵庫教育大学大学院 教授）

商工観光センター
４階 展示交流室

保幼小中接続カリキュラム策定会議の開催

保幼小中連携研修

２０１９年４月 乳幼児教育センター開設

（舞鶴こども園に併設）

乳幼児教育ビジョン（改訂）にもとづき・・・

◎乳幼児教育の質の向上研修

・子どもを主体とした保育（研究指定園公開保育等）

・保幼小連携

◎保幼小中接続カリキュラムの活用

◎保育者人材育成

◎乳幼児教育ビジョンの周知

乳幼児教育の充実に向けた取り組みをさらに推進

今後・・・２０１９年～

※３回連続研修という形式で、５歳児と１年生の保育者・教員が

一緒に学び合えることも大切にしている。

研 修 日 時 内 容

第1回
指導案作成研修 平成３０年８月１８日（金）

グループワーク：連携協力園・校ごとに
連携活動の指導案作成
講義：「連携におけるカリキュラムマネジ
メント～計画（指導案）及び評価（記録・
省察）の重要性」

第2回
公開授業・保育
カンファレンス

平成３０年１１月１３日（月）
中筋小学校３クラスとなかすじ保育園１
クラス、池内幼稚園２クラスがクラス単位
で連携活動を実施、公開

第3回
実践交流会

平成３１年１月３０日（火） 記録した連携活動の実践を交流

保幼小連携研修 経過

    乳幼児教育ビジョン推進事業 報告 



【目的】

各園で書いているドキュメンテーションをもとに保育を振り
返り、保育について検討することで・・・

○子どもの姿、言葉（事実）から、育ちと学びを見とる。

○保育者のねらい、関わり、環境を考える。

○保育には様々な見方や方法があることを知る。

○年齢発達をとらえる。

(1) ドキュメンテ-ション研修

【概要】

①対象者を分ける

初めてドキュメンテーションを書くフレッシュと保育のリーダーとな
る保育者とに分けて実施

⇒対象者に合わせた内容

方法や事例を園内研修として利用

②グループワーク～自分の書いたドキュメンテーションを検討

ワークシートを使って、ドキュメンテーションを見る視点（書く視
点）にもとづいて協議

⇒保育を語ること、様々な視点で見とること

③「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」や「乳児保育に関
わるねらい及び内容」「１歳以上３歳未満の保育に関わるねらい
及び内容」を活用

⇒新指針・要領を学ぶ

(2) 公開保育

【目的】

○乳幼児教育ビジョンの基本理念「主体性を育む乳幼児教
育」の推進に向け、研修等を通じて、園・校種、公私を越
えて共に学び合う。

○公開保育を通じて、実践者も参観者も互いに保育を振り
返り、学び合う機会とし、質の高い乳幼児教育を目指す。

【概要】

①公開保育

○公開園：事前勉強会（指導案、ドキュメンテーション）、園内研修

指導案の作成

※園といっしょに園の特徴、現状、課題について検討し、

公開保育研究テーマ、公開保育の視点を設定

○参観者：指導案を事前に読んで参加。当日、研究テーマ、
視点を共有し、視点に基づいた子どもの姿や環境
保育者の関わり等を記録

②グループワーク

○研究テーマ・視点に基づいて、実践者と参観者が保育に
ついて意見交換

③カンファレンス

○大学研究者より指導・助言を受け、学び合う

(2) 公開保育～研究指定園～

【目的】
新保育所保育指針、新幼稚園教育要領について、理

解を深め、実践にいかしていくため、研究園を指定し、園
内研修や公開保育等を実施し、市内の保育者・教員が
互いに学び合う研修の機会を提供し、質の高い乳幼児教
育の推進を図る。

【概要】
①園内研修・研究
※年間を通じて講師による指導・助言
○保育参観・保育カンファレンス
○記録
○乳幼児教育コーディネーターによる園内研修

②公開保育
○指導案の作成
○グループワーク・カンファレンス

研 修 日 時 内 容

ドキュメンテーション研修
（保育リーダー向け）

平成３０年６月２２日（金）
グループワーク：ワークシートをもとに事例を検討、
事例をもとにドキュメンテーションを書いてみよう
指導：ドキュメンテーションを見て助言

ドキュメンテーション研修
（フレッシュ向け）

平成３０年７月１２日（木）
グループワーク：ワークシートをもとに事例を検討、
事例をもとにドキュメンテーションを書いてみよう
指導：ドキュメンテーションを見て助言

公開保育
（相愛保育園）

平成３０年７月１３日（金） 公開保育・グループワーク・カンファレンス

ドキュメンテーション研修
（各園から持ち寄る）

平成３０年９月１８日（火）

公開保育・グループワーク・カンファレンスグループ
ワーク：ワークシートをもとにドキュメンテーションを
検討する
指導：事例のドキュメンテーションへ助言

公開保育
（昭光保育園）

平成３０年９月１９日（水） 公開保育・グループワーク・カンファレンス

ドキュメンテーション研修
（各園から持ち寄る）

平成３０年１１月１２日（月）
グループワーク：ワークシートをもとにドキュメン
テーションを検討する
指導：事例のドキュメンテーションへ助言

公開保育
（岡田保育園）

平成２９年１１月１３日（火） 公開保育・グループワーク・カンファレンス

(３) 経過報告

日程 内容 講師他
平成30年
5月14日（月）

○「子どもを主体とした保育」について
～新幼稚園教育要領より～

乳幼児教育コーディネーター

平成30年
6月8日（金）

○保育参観
○保育カンファレンス

講師 神代千惠子先生

平成30年
6月15日（金）

○記録について 乳幼児教育コーディネーター

平成30年
8月3日（金）

○保育参観
○保育カンファレンス
○各クラスの記録について

講師 神代千惠子先生

平成30年
10月12日（金）

○保育カンファレンス
○公開保育の指導案について

講師 神代千惠子先生

平成30年
10月26日（金）

○公開保育・グループワーク、カンファレンス 講師 北野 幸子 先生
神代 千惠子 先生

平成30年
12月7日（金）

○保育参観
○保育カンファレンス

講師 神代 千惠子 先生

平成30年
12月14日（金）

○研究指定園公開保育の振り返り 乳幼児教育コーディネーター

(３) 経過報告～研究指定園～

    子どもを主体とした保育 報告 



 
子どもの主体性を育む遊び・活動をおこなう上で、ま

ずは「環境」について考えていきました。玩具や教材の

置き方については、発達や子どもの興味・関心をもと

に考えて整えていき、「ねらい」や「意図」を持ち、量に

も配慮していきました。 

例えば、｢お店屋さんごっこやままごと｣などで、3、4、

5歳児が全く同じ遊び、同じ玩具を置くのではなく、年齢

発達に応じた環境。例えば3歳児なら見立て、模倣を

する発達段階であるためイメージのしやすい、より、リア

リティなものを用意する。同じ遊びでもどこに『ねらい』が

あるのかを考えて環境を構成することが大切です。 

また、子どもが「空き箱で遊びたい」とか「粘土遊びした

い」とか「もっとラＱしたい」とか興味・関心を持った時、

十分に対象に関わる経験ができるよう、時間や場所の

保障をしていくと共に、繰り返し試したり、遊んだりできる

ような素材や道具などを工夫していきました。 

それぞれの遊びが盛り上がるにつれ、停滞していく遊び

も見られるようになりました。子どもが遊ばなくなってき

た時には、なぜ遊びが停滞するのか、子どもの様子を

見ながら環境を足したり、一旦片付けるなどしてみては

どうか。また、全く別のものにする場合、保育者が一方

的に押しつけるのでなく「こんなのあるよ」「これはど

う？」と提案したりしました。４歳児ですが子ども達の話

し合いで段ボールで作った海賊船が消防車に展開し

た例もあります。 

 

「保育者の関わり」については、「どんな子どもに育って欲

しいか、保育者が大事に思っているところは何かなど、

年齢に応じた願いを持って関わることを大切にする。遊

びの中で一人一人の子どもがどんなことをしているのか、

何に興味を持っているかをしっかり見守ることが重要。何

故そのあそびをしているのか、きっかけやスタートは子ど

もが主体であり、子どもの興味や関心を見逃さないこと

が大事。 

 保育者が前に出るのではなく、子どもと話し合いなが

ら、子どもの意見や考えを引き出し、子ども同士の気づ

きや共感を大切にして子どもと共に一緒に生活を作って

いくことだと思います。 

  

子どもの主体性を育む遊び・活動

【環 境】
○玩具や教材の置き方については、発達や子どもの興味・関心をもとに

考えて整えていき、「ねらい」や「意図」を持ち、量にも配慮していく

○ 年齢発達に応じ、どこに『ねらい』
があるのかを考え環境を構成する

○子どもが興味・関心を持ち、十
分に対象に関わる経験ができる
ような時間や場所の保障

○繰り返し試したり、遊んだりできる
ような素材や道具などの工夫

○なぜ遊びが停滞するのか、子ども
の様子を見ながら環境を考える

○保育者は「こんなのがあるよ」「こ
れはどう？」と提案することが大事

倉梯幼稚園（研究指定園） 

【保育者の関わり】
○きっかけやスタートは、子どもが主体であり、子どもの興味や関心

を見逃さないことが大事

【主任・5歳児担任より】 



 また、「振り返り」については、人と関わることや、友

達と遊ぶ楽しさを「振り返り」の中で共有する事を大

切にしてきました。「今から振り返りします」ではなく、

「きょうなんだか楽しそうだったね。みんなに教え合

いっこしようか」「おはなしタイムしよう」と言って始めま

す。遊んでいるときに、「いい考えだね。みんなに教

えてあげてね。」と声をかけておいたり、また、おはな

しタイムの時、話を広げたりふくらますには、「誰として

たの？」「じゃあＹ君も教えて」「他にも見てた人教え

て」等々助言の仕方の実践にも取り組みました。 

 立派なことをした子だけが話するのでなく、「すご

かったね」とか「いいことを発見したね」と受け止め子

どもに返していくと子どもの声がどんどん出てきまし

た。子ども自身が、「話せて良かった。」友達の話を

聞いて「おもしろかった。」と思えるような共有の場に

なるようにしていきたいと思います。  

 

記録について 

 保育を記録することは一人一人の子どもの姿をよく見ることに繋がり、子どもの興味や関心がより見える

ようになります。また保育者自身の保育を振り返る機会となり、課題や次への保育の方向性を見いだすこ

とにもつながることから、記録に取り組むこととしました。 

○遊びの経過を書くだけでなく、子どもが試したり工夫したり考えたり発見したりしている姿などを焦点を

絞って書いていく。 

○発達に合った遊びを考えていくことが大切であり、誰が何をしようとしているかをよく見ていくことが大切で

ある。『何かができた』ということなどを、あえて形に残そうとしなくてもいい。 

○『こういう風に育った』ということだけでなく、どんな気持ちで子どもを育てているのか、こんな風に育ってほ

しいという子どもに対する保育者の思いを入れることで、ひとりひとりの子どもを大事にしているということを

発信していくことが大切である。 

公開保育前後の５歳児クラスの子どもたちの一事例を紹介します。 

〈５歳児のあそびの発展〉 

 常時、おうちの方の協力を得て、どんぐりやまつぼっくり、トイレットペーパーの芯や空き箱等持ってきてもらっているのですが、たまた

ま、貝殻を持ってきた子がありました。 

 それを見て女の子たちが「わあきれい！」「なにかできないかなあ」「わたし、かいがらつなげてみる」「わたしも」等々言い出したくさん

アクセサリーができ、まつぐみでアクセサリー屋さんがオープンしました。 

ところが翌日、たくさん作ったはずのアクセサリーがなくなっていたのです。これにはこどもたちはびっくりでした。「なんで？」「どこいった

ん？」「だれかもっていった？」などなど最後にはだれかをちょっと疑ってしまったり、そしたらある子が「どろぼうにとられたんちゃう？」

て言ったのです。 

 そこで、「じゃあ防犯カメラつける？」「防犯カメラつくろ！」「つくろ、つくろ！」と防犯カメラができました。すると「警察官もいるんじゃな

い？」「わたし警察の人になる」「警察の人がおるんならどろぼうのひとがいるんちゃうん？」「じゃあ、ぼく、どろぼうになる」「ぼくもどろぼ

うになろかな」と、どんどん話が子どもたちの間で膨らんでいきました。「どろぼうをつかまえたらろうやがいるなあ」と「ろうやがあるんなら

それを取り締まる交番がいるなあ」と牢屋と、交番が廊下にできました。 

○保育者が大事に思っているとこ
ろは何かなど、年齢に応じた
願いを持って関わる

○子どもの意見や考えを引き出し
ながら、子ども同士の気付きや
共感を大切にし、一緒に生活
を作る

【振り返り】
○人と関わることや、友だちと遊ぶ楽しさを振り返りの中で共有する

○子ども自身が、話せてよかった、友達の話を聞いておもしろかった
と思うことを大切にする

記録について

○子どもが試したり工夫したり、
考えたり発見したりしている姿
など、焦点を絞る

○『何かができた』ということなど
を、あえて形に残そうとしなく
てもよい

○『こういう風に育った』というこ
とだけでなく、どんな気持ちで
子どもを育てているのか、子
どもに対する思いを書いていく



こうして貝殻をもってきたことがきっかけとなり、ごっこあそびが違うあそびに発展し新しいものが生まれまし

た。こどもたちは常に興味や関心が環境に応じて変わっていきます。そこを見逃さず遊びを発展させていくの

が保育者だと思います。 

相愛保育園 

研究指定園として取り組む中での教育内容、子ども、保育者等

の変化 

 このように研究指定園として取り組んできた中で、教育内容や

こども、保育者において次のような変化が見られました。 

○子どもが自ら好きな遊びを見つけられる環境が常に保育室に

あり、子どもが十分に遊び込める空間と時間の保障をすることで

遊びがつながるようになった。 

○自分の思いが言えない子が多かったが、子どもを主体とした

保育に取り組む中で「これがしたい」という思いが出てきて自己発

揮する姿が見られるようになった。 

○「これはMくんが得意やで」と友達のことを認める姿も見られ、

それぞれの子どもの得意なことや苦手なことを共有することがで

きるようになった。 

○子どもが今何に興味や関心を持っているかを見てどんな学び

があるかを考え、子どもたちと一緒に環境を工夫していく中で遊

【公開保育研究テーマ】

保育者自身が他園の公開保育等に参加する中で、園
の特色も活かしながら、遊びやその時間、環境、主体性
を育む保育について学びたいと考えている。子ども達が
自分で考え、行動したり、遊びに夢中になったりするため
にはどのような環境が必要なのか、どのような関わりをし
ていくとよいのか、試行錯誤している。

【公開保育の視点】

主体性を育むための時間、環境、遊びや保育者の関わ
りについて

相愛保育園 公開保育の研究テーマ・視点

「先生どうするの？」
自分からという姿が少ない、指示待ちの子が多い

公開保育前後の変化について

遊び方を知らない、保育者が一緒に
数の調整、置き方の工夫、振り返り

子どもの興味関心に合わせて環境を変えていく

子どもに変化

環境を変える
「いろいろな素材でものつくり」「構成遊び」

「ままごと」「絵本、調べる」

子どもの年齢や
興味・関心に合わせて

ままごと、車（ブロック）、手先を
使った遊び、絵本など２歳児の
年齢発達に合わせた環境

⇒生活経験を模倣する２歳児

公開保育より

○子ども達が自分達で遊びの準備をしたり、片付けも意
欲的に。

○個々の製作から、協同の製作に。
○子ども同士の会話が増え、遊びが継続し、広がる
○乳児の行事を保護者の参観型から参加型へ見直し

子どもの興味・関心から環境を工夫する
日々の遊びを行事にいかしていく遊びの広がり

川をつくる（水を流す）つなげる

高さ

浮く

川作りを楽しくするために・・・

流れ⇒高さ

深さ

浮く

いろいろな方面から試す、工夫
する遊び

公開保育より

環境を考える
水の位置、色水の場所 砂場にバケツで運ぶ？

ホースを近くまで引く？

スプリンクラーを置く？

素材（花、葉っぱ）は近くに

公開保育より

びが展開していくようになりました。遊び

が展開していけば行くほど子ども達一

人一人の良さが本当によく見えてきた

のも事実です。 

詳細に当たってはまだまだありますが、今回の研究を踏まえて、

主体的に遊ぶ子どもを育成するためには、子どものつぶやきや

会話に意識して耳を傾け、その遊びの中にどんな学びがあった

か、又、子どもがその遊びをどうしたいのかを、保育者は気付き

予測し子どもの遊びに着目する。事例でもあったように子ども同

士で気付き合い遊びを展開していくその能力。その能力こそ子ど

もの資質能力であり自力で生きていける能力だと思います。私た

ちは少しでも子どもの資質向上のため、子ども一人一人の個性を

伸ばす手助けを、まずは目の前の子どもの何を育てたいのかど

んな子に育てたいのかを常に意識して子どもたちを大事に思い、

そして私たち保育者も楽しみながら子どもの将来のため今後も持

続して研鑽を重ねていこうと思っています。 



【主任より】 

 公開保育を受けるにあたり、緊張感に包まれた当園は、「まず

何から始める」と言う保育士の葛藤からスタートしました。そこで、

全職員が同じ気持ちで取り組めるよう何度も話し合いを持ち、ま

た乳児、幼児組に別れ現在の保育のあり方と子ども達の様子に

ついて考えてみました。 

当園は今まで保育士主体の設定保育が主であった事もあり、子

どもの主体性を上手く引き出す事が出来ず、指示待ちの子が多

かった様に思います。まずは、環境の見直しをしました。 

 環境として、各保育室を「素材を集め子ども達が自由に使える

様にした物作り」「構成遊び」「ままごと」「絵本、調べ物をする」

コーナーに分けました。又、手作りのおもちゃやままごと遊びの生

活にあるものを作りました。目新しいものがいっぱい並び、嬉しい

ばかりで玩具を転々とし、触ってみたい気持ちばかりで遊び込む

というよりは触って壊してしまう、食べ物も床に散らかしっぱなし。

保育士が思い描く遊び方ではなかったので「数の調整」「置き場

所、並べ方の工夫」「子どもの遊びの中に保育士も入り、一緒に

遊びながら子どもの声を拾う」「振り返りをする」「子どもの興味や

関心にあわせて環境を変えていく」ようにしました。このようにした

水たまりはどろんこ遊びが楽
しい

どろだんごもつくれる

遊びの途中でも、子どもの様
子を見て、テントや机など移
動し、臨機応変に環境を変
える

子どもと一緒に変える

⇒環境の再構築

環境を考える
子どもが見つけた場所

公開保育より

【公開保育研究テーマ】

子ども自らが興味を持ち、発見したり、深めたり、考え
たり、好きな遊びを思う存分楽しめる保育に変えていく
ためには何をどうすればいいか、迷いながら、環境や保
育者の関わりについて園内で話し合ってきた。環境を変
えることで子どもの遊びが変化し、その中で保育者はど
う子どもに関わるのか、保育者同士で共有しながら試行
錯誤している。

【公開保育の視点】

子どもの興味・関心をもとにした環境構成

遊びを広げていくための保育者の関わり

昭光保育園 公開保育の研究テーマ・視点

保育者の関わり
～子どもへの言葉かけ～
○子どもの様子を見て問いかける
○一緒に考える

公開保育前後の変化について

環境
○素材や道具に触れる経験
○ごっこ遊び～子ども同士の会話、保育者とのやりとり～

保育を見直す
○遊びの時間、1日の流れ、1年間の流れの見直し
○他園の公開保育に積極的に参加して学ぼう

様々な素材に触れる
工夫する

試行錯誤する

何度もふれる
繰り返す

事で、少しずつではありますが、子ども達の遊びにも変化がでてき

ました。    

 乳児クラスは、子どもの様子をみながら部屋に自由に遊び出せ

るおもちゃを作り、指先を使った遊び等を作ったので、子ども達が

好きな遊びを選んで遊べるようになりました。そうする事で子ども

達の好きな遊びもわかり始めてきました。ままごと遊びでは、お母

さんの真似をして一人遊びが主でしたが、遊び込めるようになり、

「○○しようか」「○○ごっこしよう」と友達同士で誘い合いながら

楽しめるようになった子も出てきました。環境を整えることで子ど

も同士のトラブルが減り、子ども達が落ち着いて遊べるようになっ

たことから、環境構成の大切さを感じました。今後は個々の遊び

をどのように発展させていくかが課題です。 

 幼児クラスでは、今まで部屋でしていたお店屋さんごっこを共

有スペースで行うようにした事で遊びがより展開しました。例え

ば、5歳児の子ども達が遊んでいた回転寿司屋さんごっこでは、

レジやお金、メニュー表を自分達で考えて作り、そこに店員さん、

レジ係、さらにはお皿の回し係等、役割を決めて遊ぶようになりま

した。5歳児が楽しそうに遊んでいる姿を見て、「お寿司屋さん

行ってくる」と言って小さいクラスの子が遊びに入っていく姿が見

られるようになってきました。どんどん遊びが展開し、マグロの解

体ショーを見せてくれるお友達もいます。なかなか広がらなかっ

た遊びが、ようやく継続し、楽しめるようになってきました。 

 しかし、運動会や発表会等、行事の前になるとその為の練習が

入り遊びの継続が難しく、この機会に行事も少しずつ見直してい

ます。これまでの「発表をみたい」という保護者の意見を取り入れ

ていた乳児クラスの発表会を参観型から参加型にし、親子でふ

れあって遊んでいただく内容にしました。幼児クラスも、今どんな

事に興味を持っているのかを見ながら遊びやすい環境を工夫す

る中で、行事の持ち方、日々の遊びを行事にどう繋げていくか、

今後考えていきながら保育士間の更なる共通理解に向けて取り

組んできたいと思います。 

昭光保育園 



ごっこ遊びを通じて
やりとりを ○職員間で話し合う機会が増え、子どもの様子を想像し

ワクワクした。

○子ども達が「～していい？」と聞かずに遊べることが増
えたと思う。すぐに答えを言わず、子どもが考えてみるよ
うな声かけに変わったと思う。
○みんなで共有するコーナーやホールの使い方、絵本の
置き方等、環境を考える機会になり、見直すことで子ども
の遊びが変わったと感じる。
○今まで、同じ環境で過ごしてきて当たり前と思っていた
ことが、違う視点や方法に気づかせてもらえてよかった。

公開保育を受けてよかったこと

保育者も主体的に自己発揮

【主任より】 

 初めての公開保育ということもあり、とまどいの中のスタートでし

た。 

 他園の公開保育にも参加し、それぞれの特色を勉強させてい

ただきました。 

 その中で、“環境”“子ども”とそれぞれ違うことから、上手くいか

ない事もあり、職員間で話合い、自園に合った環境を整え、より

一層工夫するようになりました。 

 子どもに対する声かけがつい大きくなっていないか？など、話

合いをする中で今のままでいいのか？と思うようになり、すぐに声

をかけるのでなく、子ども達の様子を見て、一緒に考えることで自

然と声量も大き過ぎる事がなくなり、“どうするのがいいかな”など

声かけも変わり始めました。 

環境としては、各クラス話合い、年長・年中児クラスに製作棚を

設けました。 

そうすることで、子どもが自由に製作することが増え、道具や素

材を十分に使いこみ経験する事で、正しい使い方や量などを学

んでいく姿も見られるようになりました。 

たのクラスでも、ままごとコーナーが常にある事で、自然とごっこ

遊びが展開され、「いらっしゃいませ～」「ジュースです！」「どう

ぞ」といった友だち同士の会話・保育士との言葉のやり取りも今ま

で以上に見られるようになったと感じています。 

外部の人に見てもらい、今までの保育を一度見直すことができ、

毎日の保育の様子を伝え合う事で、他のクラスの子ども達の今

の姿等も共有できているのではないかと思っています。 

 子どもの主体性を生かした保育を、今も上手く取り入れられて

いるのか？と、まだまだ試行錯誤中ですが、今回の取り組みを良

いきっかけとして、日々の遊びの時間、一日の流れなどを見直し

ていきたいと思います。 

そして、今後も他園の公開保育に積極的に参加させて頂きたい

です。 

岡田保育園 

【公開保育 研究テーマ】
「夢中になって遊び込む」をテーマで日々保育実践して
いる。秋も深まり、子ども達の興味関心、やりたいこと、
試したいこと、経験も様々重ねてきている。盛んになって

きている自然素材、身近な教材を使っての製作遊び･
ごっこ遊び等を保育者が、どう広げたり、繋げて行けば
良いかを話し合い、保育の充実に取り組んでいる。本園
の環境を通して、子ども達は何に気付き、学びへと繋げ
ているかを考えていきたい。
【公開保育の視点】
◎環境と子どもの姿
◎子ども同士の関係性

◎保育者の関わりと子どもの姿

の視点で保育を見とる

岡田保育園 公開保育の研究テーマ・視点

保育者と一緒に
一人で集中して

５歳児 秘密基地

○記録・・・エピソード記録、ドキュメンテーション等
⇒夢中になって遊ぶ子ども姿や学び
保育者の思いが書ける

○計画、指導案
子どもの姿（記録）をいかして、指導案（計画）を作成する

⇒保育者の保育力の向上につながる
これから、学んでいきたい



イメージしたものを作る

いつでも遊べる

いつでも試せる

知りたい 見てほしい

また遊ぼう

『夢中になって遊び込む』保育を目指して・・・
けれど…それぞれの意識の差

⇒乳児・幼児の保育リーダーを中心に小グループの
話し合い（プチ会議）

保育者から・・・
「こんなにひとつの遊びに対して深く考えたことがなかった」
「次は、どんな風に遊びが展開するのか、楽しみに思える」

公開保育を受けて

全員が保育を担う主体になる、共有する

公開保育後・・・

○日めくり式のドキュメンテーション
⇒子どもと保護者が一緒に見てくれる
⇒子ども同士が振り返り、遊びをすすめる

○誕生児へのプレゼントを子ども達で作る
⇒誕生児の好きな物をリサーチして、材料も準備して作る

子ども達の考えた企画も

【主任より】 

保育者全員で共有することについて  

 「夢中になって遊び込む」環境整備と保育内容の充実に近年

取り組み、子ども達は日々、興味・関心から遊びを広げ、次々と

展開させています。そこで、子ども達が何に気付き・感じ・遊びを

展開させる瞬間に寄り添い、関わる保育者の援助には課題も感

じていました。 

 公開保育や研修にみんなが参加することは難しく、他園の公開

保育の様子や研修会での学びを職員会議での報告や回覧とい

う形ではしていましたが、なかなか職員全体への共有には繋がら

ず、苦慮もしていました。また、中途採用の保育者には、近年取

り組んできた本園の保育を伝えることは容易ではなく、常勤、非

常勤によって意識の差も感じられました。 

 そこで、具体的に、保育者の関わりの良かった点、こんな関わり

もあるといった点や、環境の見直しなど、乳児・幼児のリーダーが

気づいた時に確認し合い、小グループでの話し合いを繰り返しま

した。小グループでの語り合いは、保育者同士が思いを伝え合

い、意見も言い易くなり、保育への理解も深まってきました。ある

非常勤保育士からは「こんなに一つの遊びに対して深く考えたこ

とがなかった。」「次は、どんな風に遊びが展開するのか、楽しみ

に思える。」との声も聞かれました。 

こうした些細な取り組みや公開保育がきっかけとなり、保育者の

意識を向上させ、さらに保育者自身が保育を担う主体になり、全

保育者での共有につながったと感じています。 

 

記録・指導案について 

 公開保育を通して、特に学びが大きかった点は、指導案の作

成でした。記録については、子どもの姿から、何を記録として残す

か、明日へと繋がる意味ある記録は何かを考え、春から保育者

それぞれが意識して書いてきました。また、週日案に、子どもの

姿やエピソードを書き加えることで、クラスだよりや掲示物にも子

どもが夢中になっている姿や学び、保育者の想いが記載できるよ

うになってきました。 

 しかし、事実を捉え、日々の育ちを計画に落とし込み、文字化

することは、正直、難しかったです。記録をいかして計画や指導

案を書くことは、保育力の向上にもつながると感じています。これ

をきっかけに学んでいきたいと思います。 

 公開保育を通じて、子ども達の興味・関心のあることに寄り添

い、育みたいそれぞれの「力」を意識して、環境作り、記録、保育

計画の立案等に取り組むことが重要であると、再認識しました。  
 

したい・やりたいを増やす～誕生会の取り組みから～  

 最後に、公開保育後の子ども達の姿をご紹介します。 

 一昨年から誕生会では、年長児が誕生児に好きな物を聞き、

プレゼント作りをしています。今年は、その様子を見ていた４歳児

も製作に加わり、３歳児は自ら作ってほしい物を頼みに行く姿も

見られました。皆を祝う、楽しませたい気持ちが育ち、５歳児は手

作りペープサート上演も先月行いました。子ども達のしたい、やり

たいことが次々と実現しています。 

 また、今回 ４歳児のクラスの前に日めくり式のドキュメンテー

ションを掲示しました。すると、子どもと保護者がそれを一緒に見

ながら語り合っていたり、子ども同士でもよく見て振り返り、自分達

で遊びを広げていたりする様子が見られました。 


